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障がい学生支援室のご紹介 

 

◆障がい学生支援室の場所・連絡先 

 

◆岡山大学における障がい学生支援の相談窓口・流れ 

 

●場   所 ： 一般教育棟 D 棟 1 階 

●開室時間 ： 月～金：10:00～12:00／13:00～17:00 

●連 絡 先 ： 086-251-8553（支援室受付）／shien-dr@okayama-u.ac.jp 

＊相談のプライバシーは守られます。また、学内外機関等との連携は本人の許諾の下に 

行います。 

 

通号６５号 

岡山大学の障がい学生支援室は、2009年 4月に、学生支援センター（現学生 
総合支援センター）内に設置されました。現在は、専任教員 2名と事務補佐員 1名の
3名体制で、以下の３点を中心とした支援活動を行っています。 

●障がいのある学生と保護者、関係教職員への支援 
 学生の所属部局（学部や研究科）と連携しながら、特に修学面での必要な配慮が 
学生に提供されるように、様々な調整をしています。必要に応じて、継続的な個別面接も
行い、障がい学生が大学生活に適応していけるようにサポートします。また、障がい学生に 
関わる教職員からの相談にも対応しています。 
 ●障がいに関する啓発活動 
 この障がい学生支援室だよりの発行や、障がいに関する啓発活動として、FD・SD研修や、
出前講座、車いす体験、視覚障がい体験、高齢者疑似体験等をしています。 

●ボランティア学生の養成 
 障がい学生に対して直接的に支援するボランティア学生の養成も積極的に行っています。 

 

支援の相談窓口は、下図のように、所属部局（学部・研究科等）の窓口または、 
障がい学生支援室になります。所属部局と障がい学生支援室は基本的に連携しながら 
支援を行いますが、特に連携する必要の無い場合には、それぞれ独立して支援を行う場
合もあります。 

◆障がい学生支援室とは 

 

新入生のみなさん、ご入学おめでとうございます。在学生のみなさん、 
こんにちは。 
新入生のみなさんの中には、何らかの障がいを持っており、大学で上手く 
やっていけるのかに不安を感じている人がいるかもしれません。そのような方は、
是非障がい学生支援室を、お気軽にご利用ください！ 
 

学生本人（および保護者）、所属部局（学部・研究科等）の関係教職員、 

障がい学生支援室、 関係機関等で、支援策（合理的配慮）を協議・調整 

  

障がい学生支援室に 

ご相談ください 

障がいがあり、大学に 
修学支援を依頼したい 

障がいがあるが、支援が 
必要なのか、どのような 
支援をしてもらえるのか 
相談したい 

自分は、障がいがあるの 
ではないかと心配している 

所属学部・研究科の担任（指導） 
教員または教務・学生担当事務に 

ご相談ください 

医師による判断が必要な 
場合は、 保健管理センター等 
医療機関 を紹介 

必要に 
応じて連携 

必要に応じて連携 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

参加者の声 

アクセシビリティリーダー（AL）養成講座 

 

  

 (1)資格の種類 

 

詳しくは【2016年 5月号】、【2016年 8-9号】をご確認ください。 
https://www.iess.ccsv.okayama-u.ac.jp/shien/wp-content/uploads/sites/5/2016/09/syougai2016_05.pdf 

https://www.iess.ccsv.okayama-u.ac.jp/shien/wp-content/uploads/sites/5/2016/09/syougai2016_08-09_2.pdf 

(2)AL になると？ 
1 級 AL の資格取得すると、アクセシビリティリーダーキャンプ（ALC）やアクセシビリティリーダー
インターンシップ（ALI）に参加することができます。 

 

◆AL 育成協議会 会員団体（平成 28 年度） 

 
産／日本マイクロソフト（株）・富士通（株）・（株）イフ 
学／岡山大学・広島大学・関西学院大学・富山大学・広島文教女子大学・ 

山口大学・九州大学・大阪教育大学・広島国際大学・大阪大学・ 
鳥取大学・徳島大学 

官／日本学生支援機構 
 

 

 

 

一般教育棟 D 棟 1 階 

 
【場   所】 

086-251-8553（支援室受付）    

 
【連 絡 先】 

月～金：10:00～12:00／13:00～17:00 【開室時間】 

shien-dr@okayama-u.ac.jp 
 

【 E-mail 】 

  

【これまでの ALIや ALCの受け入れ先・訪問先】 
・富士通株式会社・日本マイクロソフト株式会社・オリエンタルランド・JALサンライト 
・東京国際ターミナル・東京電力・TOTO・NTT ドコモ・総務省・Yahoo!Japan 
・大日本印刷・SONY・NHKなど 
 

岡山大学 

学生総合支援センター 

障がい学生支援室 

(1)アクセシビリティとは 
みなさんは、「アクセシビリティ」というコトバを聞いたことがありますか？？ 
実は、この「アクセシビリティ」というコトバは、みなさんの身近なところにたくさんあります。 
たとえば、スマートフォンやパソコンなどに搭載されているんです！操作で困ったとき、どこに
機能があるかわからないとき、「アクセシビリティ」を開くと解決できます。 

 「何らかの対象」に対する「アクセスのしやすさ」のことを「アクセシビリティ」といいます。「利用 
しやすさ」や「参加しやすさ」を意味する「アクセシビリティ」という概念は、近年、障がいの有無や 
身体特性、年齢や言語・文化などの違いに関係なく、多様な利用者にとって「利用しやすい
か？」「参加しやすいか？」「使いやすいか？」といった文脈でよく議論されている概念です。 
社会の多様化が進む中、「アクセシビリティ」の普及･推進は、潜在する多様なニーズと、多様
な才能･人材の開拓にもつながることから、「アクセシビリティ」は、あらゆる分野で重要な概念と
なりつつあります。 
 (2)アクセシビリティリーダー（AL）とは？ 
AL とは、多様性社会の様々な「アクセシビリティ」を推進する人材です。 
多様な人々の社会参加を円滑にし、その可能性を活かしていくためには、多様な環境や 
多様なニーズの特性をよく理解し、分野を超えた柔軟な知識と発想で社会のアクセシビリティ
をリードする AL の役割が必要です。 
 

 

※1：「アクセシビリティ実習」は「障がい学生支援入門」の単位取得者のみ履修できます。 

 

AL資格には、1級と 2級の二種類あります。AL資格の教育課程には、【STEP1】～
【STEP4】があり、1級、2級のそれぞれに必要な STEP を受講した上で、認定試験に 
合格すると、AL資格を取得することができます。 
 オンライン講座は、岡山大学の学生・院生・教職員は無料で受講できます。また、1級は、
岡山大学で開講している「障がい学生支援入門」【年 2回開講（2学期、3学期）】と
「アクセシビリティ実習」【年 4回開講（毎学期）】を受講することで受験資格を得られます
（※1）。 
 

同じ資格を持つ他大学生と三日三晩、質・量ともに濃い議論やグループ
ワークができました。 
ALC を通じ、何か自分の中で変われた。それを実感できる非常に有意義
な合宿でした。 
 

よ 


